
NGO連合体名 特徴 関心分野（作業グループ） 設立年 メンバー数
政府による

支援の有無・額

米国
InterAction (American Council for Voluntary
International Action)

米国政府、USAIDへのアドボカシー・助

言、国連ECOSOCカテゴリーの地位を

もつ、国連 Inter-Agency Steering
Committee、世銀作業グループに参加

国際機関への発言力を活かした政策
研究、アドボカシー活動(緊急援助、
難民、ジェンダー、開発）、ロビー
活動

1984年 160団体
有

（約110万ド
ル）

PAGER (Policy and Advocacy Group for Emergency
Relief)

緊急援助NGOによるネットワーク

カナダ外務省・CIDAがオブザーバー参
加

情報交換、CIDA・外務省とNGOの
インフォーマルな協議の場を提供、
ロビー活動

- - -

CCIC (Canadian Council for International Co-operation) ＣＩＤＡとの対話、アドボカシー中心
国内外で活動するカナダのNGO連合体

政策研究、アドボカシー活動（援助
の効率化、国際貿易、メディア、イ
ラク反戦および各地域の援助政策な
ど）
NGOの資金確保のためのカナダ政府
に対するアドボカシー

1968年 100団体
有

（約150万ド
ル）

BOND（British Overseas NGOs for Development)） NGOを代表し、英政府やEUとの対話を

行う、BOAG会員の6大NGOが集結

ロビー活動、Co-financing；東欧;障
害と開発；市民社会と途上国NGO;
政府による途上国NGOへの直接資金
拠出

1993年 200団体
有

（7万5000ユー
ロ）

DEC (Disasters Emergency Committee) イギリスの緊急援助NGOのアンブレラ機
能

緊急援助の際の迅速な資金拠出メカ
ニズム（共同アピール、民間セク
ターとの連携）

1963年 12団体 無

BOAG (6つの大規模NGO連合体）

BVALG (ボランティアNGO集合体）

DEA (開発教育NGOの連合体)
情報交換とロビー活動 各分野で活動 ‐ ‐ ‐

Coordination SUD (Solidarité Urgence Dévelopment)

仏政府、EU（仏NGOのプラットフォー
ムを通じた）、国連機関との対話、
CONCORDの代表、NGO集合体、個別

NGOに対するアンブレラ機能

Co-funding手続きのモニタリング、

仏の国際協力政策に関する提言、EU
や多国間機関へのロビー活動、NGO
間の協力促進、情報提供と研修、広
報、メディア、EAD

1994年 109団体
有

（20万ユーロ）

ACDE
CFSI
CLONG-Volontariat
CNAJEP
CNSL
Coordination d'Agen
CRID
Groupe Initiatives, etc.

連合体（一部は特定分野の専門あり。
ボランティア、青少年、対世銀関係な
ど）。CFSIなどは複数の非政府組織

（NGO、地方政府、労働組合、socio-
professional団体など）と連携して案件
を形成する。

多様 ‐ ‐ ‐

ドイツ VENRO (Association of German development NGOs)
5つのNGO連合体が統合

CONCORDの代表
活動はアドボカシー

Co-financing、開発教育、広報活

動、Fund raising、ジェンダー、EU
の開発政策、IMF・世銀、緊急援
助、開発協力関係者を対象とした研
修の開催

1995年 98団体
無。しかし開発
教育に適宜Co-
financing

Forum Syd
LO/TCOs Biståndsämnd (LO/TCO Council of
International Trade Union Cooperation)
Olof Palmes Internationella Centrum
PMU InterLife, SHIA (Swedish Organisaions of
Handicapped International Aid)
Svenska Missionsrådet (Swedish Missionary Council)

アンブレラNGO
（スウェーデン国内のNGOを対象）

Co-financing手続きに関する研修、
モニタリング、情報提供と広報活動
など

- - -

Afrikagruppenrna (Africa Groups of Sweden)
Diakonia
Kooperation Utan Gränser/SCC (Swedish Cooperation
Centre)
Svenska Naturskyddsföreningen (Swedish Society for
Nature Conservation)
Rädda Barnen (Save the Children, Sweden)
Svenska Kyrkan (Church of Sweden Foundation for
Church Work)
UBV (Training for Development Assistance)

Frame Organizations（途上国NGOを対
象）

Co-financing手続きに関するモニタ
リング、情報提供、広報活動など

- - -

Svenska Röda Korset (Swedish Red Cross) Frame Organization（人道緊急援助） Co-financingなど - - -

CONCORD (European NGO Confederation for Relief
and Development)

開発、人道緊急援助NGOの連合体（12
のNGO国際ネットワークと18の国内プ
ラットフォームから成る）

ロビー活動、情報提供、広報活動、
研修など

2003年
（前身は
CLONG)

約1200団体 -

Voluntary Organisations in Cooperation in Emergencies
(VOICE)

人道緊急援助、復興援助、紛争予防の
NGO連合体（ECHOのパートナーNGO
多数）

ECHOの活動(ファンディングの手続

きなど)のモニタリング、評価
欧州議会との連携、アドボカシー

1993年 約90団体 -

UNICEF - - - - - -

Conference of NGOs in Consultative Status with
ECOSOC (CONGO)

ECOSOCのConsultative Status を有する

NGOから成る会議

国連の会議に参加
その他、下部委員会にてテーマ別の
検討会

1948年 - -

InterAction - - - - -

International Council on Social Welfare 世界規模のアンブレラNGO、UNDPとの
連携協定有

社会開発分野でアドボカシー、情報
交換、メンバーのトレーニング

1928年 - -

International Council of Voluntary Agencies (ICVA) 人道、開発、人権に関する世界規模の
NGOネットワーク

人道・難民関連の情報交換、IASCへ
の参加を通じたアドボカシー、
Sphere Project　Management
Committeeに参加

1962年 約70団体
DANIDA、ノル
ウェー外務省、
スイス政府など

the Steering Committee for Humanitarian Response
(SCHR)

大型の人道援助NGOから成るネットワー
ク

UN Interagency Standing Committee
(IASC)の作業グループにStanding
Invitationの資格で参加、Sphere
Project Management Committee メ
ンバーの過半数を占める。

- 8団体 -

InterAction -

UN Interagency Standing Committee
(IASC)の作業グループにStanding
Invitationの資格で参加、Sphere
Project Management Committee メ
ンバー

- - -

注：上記の表は代表的なNGO連合体を扱ったものであり、これが全てではない。
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